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◎回覧・配付をお願いします。増し刷り配付はご自由にどうぞ。山梨県庁のホームページでも掲載中です。

◎ご意見・ご感想、情報提供はこちらまで。

峡東教育事務所  所長 佐藤 政幹

山笑う好季節、合同庁舎の入り口のケヤキの葉
も日毎に青さを増してきました。

本峡東教育事務所の変遷を振り返ると、平成

13 年に東八代合同庁舎の東八代教育事務所と、

現庁舎の東山梨教育事務所が統合され、塩山市、

山梨市、春日居町、牧丘町、三富村、勝沼町、大
和村、石和町、御坂町、一宮町、八代町、境川村、

中道町、芦川村、豊富村の２市８町５村が管轄地

区となりました。その後、平成１６年に笛吹市、

１７年に山梨市、甲州市が相次いで誕生し、現在

はこの３市を所管しております。小学校３８校、

中学校１３校、県立学校５校、幼稚園、保育園、
保育所６０カ所、その他児童クラブや児童館等と

連絡、連携をとりながら、各担当毎の各種業務の

目標達成に向け、日々邁進しております。昨年に

も増してご支援ご協力をお願いいたします。

今年度の事務所のスタッフは、所長、副所長、
次長、地域教育推進担当３名、学校教育担当３名、

総務担当３名に非常勤のスクールソーシャルワ

ーカー２名、若手教員グローアップ事業のアドバ

ンスティーチャー１名の計１５名です。よろしく

お願いいたします。
さて、国では、平成２０年７月に策定され公表

された も５年が経過し、昨

年２５年６月に『今正に我が国に求められている

もの、それは「自立・協働・創造に向けた一人一

人の主体的な学び」である。』と前文の第一番目

に掲げた、新たな計画が公表されました。
県ではこれを受け、この２６年２月に、今後５

年間の本県教育の基本となる

を策定し公表しました。この計画で

は、基本理念に
を据え、『夢と希望に向かって自ら学び、

考え、行動する・・ 』、

『他者を思いやり、社会の絆を深める・・

』ことを２つの大きな基本目

標とし、以下１０項目の育成について基本方針を
挙げています。

１；社会を生き抜く力。 ２；知。 ３；徳。

４；体。 ５；特別支援教育の充実。

６；教育環境づくり。 ７；質の高い教育。

８；家庭・地域・学校の連携。

９；生涯学習環境づくり。
10；文化芸術の振興。  の１０項目です。

弊教育事務所と致しましても、この１０の方針

を常に念頭におき、子どもたちの「たくましい力」

「しなやかな心」の育成、また「生涯学習の推進」

「スポーツや文化の振興」に事務所スタッフが一
丸となって を

合い言葉に、全身全霊を傾けあたっていく所存で

おります。各市、各学校、各関係機関、団体の皆

様、本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoiku-hym/index.html

Email : aruga-asvk@pref.yamanashi.lg.jp

TEL   0553-20-273
FAX   0553-20-2733

平成26 年度 スタートにあたって

「教育振興基本計画」

「新やまなしの教育

振興プラン」

『未来を拓く、「やまなし」人づ
くり』

「たくましい力」を育てる。

「しな

やかな心」を育む。

「誠意はスピード、誠意は行動で」

八代ふるさと公園（銚子塚古墳）2014,4

峡 東 教 育 事 務 所
地域教育支援スタッフ
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峡東地区保育所（園）保護者連合会研修会
２月９日（日）に甲州市塩山ふれあい館において、「子どもの知的好奇心を育てる～家庭での子育ての

ヒント～」をテーマに、山梨学院短期大学教授・同大学附属小学校校長、山内紀幸氏の講演会が開催さ
れました。子どもの知的好奇心を育てる幼児期の親の関わりに関するヒントが、以下の４点を焦点に解
説されました。
① 「子どものまわりに知的好奇心をくすぐるモノを置く」等、 を育てる。
② 「毎日できるお手伝いを与える」等、 の確立を促す。
③ 「ダメなものはダメを明確にする」等、子どもの を育てる。
④ 「親の目の届くところに学習場所をつくる」等子どもの 向上を目指す。

同時に、同大学ラグビー部監督、吉田浩二先生が、「後方支援」というラグビーの特性を生かしたタ
グを使用しての親子遊びを紹介しました。

講演会を熱心に聴く参加者     タグを使っての親子遊びに挑戦する参加者

平成２６年２月１３日（木）に県立塩山高等学校において
金融教育研究発表会が開催されました。

山梨県金融広報委員会会長 日本銀行甲府支店長、伊野
彰記 氏より「経済の見方」と題しての講演があり、日本
銀行の仕組みや山梨県の現在の経済状況についての説明が
ありました。

続いて、各教科より経済についての授業の取り組みと生徒
による研究発表がありました。

              保健体育科では、医療保険の
仕組みを、商業科では、「社会生
活と金融」という題材で消費者の心構えについて、芸術科では、「引用と
著作権」と題して、著作権の基礎知識とその正しい引用方法についての発
表がありました。このように塩山高校では、全校で金融教育に取り組んで
います。

甲州市の春を告げるイベント、「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃
の花まつり」が旧高野家住宅「甘草屋敷」をメイン会場として４月１８
日まで行われました。

箏の演奏会・オカリナコンサートも行われ、会場が満員になるほどの
観覧者が訪れました。また、ボランティアガイドさんが約３０名ほど登
録されており、観光バスで訪れる観光客に丁寧に説明していました。

好奇心
生活習慣

情緒
集中力

塩山高等学校  

                                   甲州市甘草屋敷



平成２６年３月１日（土）に山梨市民会館において、「脳を活かした子育て術～子供の安全基地にな
ろう～」と題して、脳科学者 茂木健一郎氏の講演会が開催され約４５０名の親子が参加しました。

「人と出会うことは子供の性格に大きな影響を与える。親は子供を抱え込んで自分の好きなようにし
てはだめ。子供が興味を持っていろいろなことに挑戦するのを後ろから見守ることこそ肝心である。」と
強調しました。また、「子供を褒めることで、子どもの脳からドーパミンが出て脳が伸びる。」また、子
どもへの叱責に関しては、「危ないこと、してはいけないことに対してシグナルを出すことが大切であ
る。」と語りました。「宝箱に入っている子どもの個性は、一人では輝かない。成績や偏差値を高めるこ
とよりも、自分と違うタイプの人間の気持ちがどれだけ理解することができるかが大事。」と共感能力の
重要性も訴えました。講演会の中で自作の物語も披露され、会場を笑いの渦に巻き込みましたが、「不安
も笑いで乗り越えられる。」ことも強調しました。

        

３月１７日（月）甲州市勝沼市民会館において、「親子であそぼ ! みんなであそぼ !」と題して、く
ぼたまさとの工作ショウ＆動いて遊んでからだづくりが開催され、地域の親子が参加しました。テレビ
でおなじみの久保田雅人さんが、レジ袋と新聞紙を使ったヨーヨーや、ゴミ袋を利用した風船を作り、
会場の親子と楽しい時間を過ごしました。また、山梨県立大学教授の高野牧子さんが、親子でできるリ
ズム体操を行い、皆で体を動かしました。

いじめ・不登校・暴力行為・児童虐待等の問題行動を把握し、問題を抱える児童生徒の置かれた環境
（家庭・友人関係等）へ学校や関係機関と協力して働きかけて、問題の解決にあたる、ＳＳＷ（スクー
ルソーシャルワーカー）２名を紹介します。

峡東地域の全小学校・中学校に年度始めの学校訪問を行い、学校の要請に基づいて授業参観や担当者
会議、家庭訪問や児童・生徒及び保護者面談、ケース会議等を行い、学校と関係機関との連携、強化を
図っていきます。

◎

ＮＰＯ法人 すてっぷ・あっぷる
甲州市子育て支援課

会場の親子さん 茂木健一郎さんの講演       会場の様子

                             
                            

長瀬 節子 元県立学校教員       ◎ 内藤 京子 社会福祉士

  

山梨市子育て支援事業



地域教育支援スタッフは「地域教育推進担当(社会教育関係を含む)」、峡東地域の地域教育推進
のために勤務しております。皆様のご支援、ご協力をお願いします。

本年度、笛吹市立春日居中学校より転任いたしました。家庭教育・学校教育とともに地域教育の重

要性と子どもをみんなで育てるといった連携の大切さを感じています。地域の子どもは、地域で育て、

「この地域で生まれ育ってよかった」と言える子どもを一人でも増やしていきたいと思います。私た
ち地域教育支援スタッフも組織の連携・情報提供・講演会等を通して峡東地域教育の推進に努めてま

いりますで、皆様のご協力を是非お願いいたします。

本年度、甲府東高等学校より転任になりました。学校・家庭・地域の連携推進、新しい学校づくり

人づくり、青少年育成、社会教育の推進、生涯学習の振興を担当します。地域における教育の推進の

ために役立てるよう努めてまいります。

本年度、地域教育・家庭教育の推進、情報誌等を担当します。地域と連携した活動ができるよう努

めてまいります。

情報誌についてのご意見・ご感想などもお待ちしています。

【 主な業務 】

① 峡東地域教育推進連絡協議会の運営              
② 保幼、小、中、高、特支、大学の連携推進
③ 子育て・連携・人権のための講演会の開催と「講演録」の発行
④ 子育て支援の推進
⑤ 中・高インターンシップ事業の推進
⑥ 小・中学校へのキャリア教育の啓発
⑦ 教育相談窓口の開設
⑧ 地域教育情報誌「エリアウェッブ」の発行・配布
⑨ 「地域教育連携活動紹介誌」の調査・作成準備
⑩ 「峡東地域生涯学習ボランティアバンク登録者一覧」の登録確認
⑪ 学校、保育所、幼稚園、他機関等の訪問による地域教育活動連携推進の啓発
⑫ 「あいさつ運動」の推進、生活習慣確立の推進等
⑬  知事部局出先機関、地域の諸機関との連携

○ 古屋 修二

○ 安達 徹

○ 有賀 匡

※

○子育て講演会
  平成２６年６月２４日（火）  １４：３０～ 山梨市民会館 ３Ｆ千鳥の間
     講 師  新藤 京子 氏   山梨県立大学人間福祉部保育学講師

○連携セミナー
  平成２６年８月１９日（火）  １４：３０～ 甲州市民文化会館
     講 師  後藤 芙美子氏   家庭教育相談員 子育てサポートリーダー

○人権講演会
  平成２６年１１月１８日（火） １４：００～ 笛吹市いちのみや桃の里ふれあい文化館

    講 師  軽部 妙子 氏   ＮＰＯ法人 あんふぁんねっと
          渡辺 聖香 氏       同 上
以上の講演会・連携セミナーを予定しております、ふるってのご参加をお願い致します

峡東地域教育推進連絡協議会講演会・連携セミナーのお知らせ                        

。
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